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ボーリングデータベース構築の経緯

1.各自治体・省庁・各部署で保管され、データ共有や互換性がなかった

2.自然災害の発生や、「土壌汚染対策法」の施行による地盤情報への関心
の高まりや、「行政機関の保有する情報公開に関する法律」の施行

3.国土交通省の国土地盤情報検索サイト「KuniJiban」の開設

4.一部の自治体でボーリングデータベースが構築・公開
・同県内で国・県・市のデータベースが異なるホームページで公開
・データ仕様や背景図、システムが異なる

↓

高知県高知市でボーリングデータベースを構築し、地震防災上の各種検
討を実施し、公開している(高知地盤災害関連情報ポータルサイト)



高知地盤災害関連情報ポータルサイトの特徴

1.異なる行政機関のデータを1つのHP上で公表
(国土交通省、高知県、高知市)

☆ボーリング関連の各種データ
☆行政機関が公表している防災上の各種データ(ハザードマップ等)

2.ボーリングデータを利用して、防災上の各種検討及び結果の公表

☆地質技術者による地盤モデルの構築(3D断面図の作成)
☆6次メッシュ(125m四方)ごとの各種データ解析
☆各種データを重ねて表示可能

3.ボーリング交換用データの公表(自治体のデータでは初？)

☆柱状図(PDF)、交換用データ(XML)、土質試験(PDF)



地盤の評価
独自の震度･液状化予測等

(6次メッシュ) 地域防災
(洪水マップ)
(収容避難所)

(災害時要援護者施設)等

独自の震度･液状化予測等

(データ平滑化)

高知県が策定した
ハザードマップ類
(Web-GIS化)

ボーリングデータ検索が可能

ボーリングデータ
国土交通省 174本
高知県 401本
高知市 1172本
合計 1747本

土質試験データ
国土交通省 54本
高知県 106本
高知市 320本
合計 480本データ年度 1976～2010

項 目



ボーリングデータ
柱状図(PDF形式)
交換用データ(XML形式：H16年版)
土質試験データ(PDF形式)

ボーリングデータ
柱状図(PDF形式)
交換用データ(XML形式：H16年版)
土質試験データ(PDF形式)



ボーリングデータ
柱状図(PDF形式)
交換用データ(XML形式：H16年版)
土質試験データ(PDF形式)

ボーリングデータ
柱状図(PDF形式)
交換用データ(XML形式：H16年版)
土質試験データ(PDF形式)



高知市域の地盤モデル3D断面図の作成
(3次メッシュ)約1km四方

高知城付近
メッシュコード(5033-2472)

3D断面図より作成

岩盤深度等高線図



3D断面図より作成

H15 高知県・・・4次メッシュ

6次メッシュで検討
(3D断面図より)

想定南海地震時の各種検討

想定南海地震時の斜面検討



5次メッシュ(約250m四方)

6次メッシュ(約125m四方)

4次メッシュ(約500m四方)

表層の地盤特性の一例(6次メッシュごとに設定) 

(3D断面図より作成)

高知県(H15年度)

入力波(H15年度策定)

鉛直1次元地盤柱状体モデルの作成

データの平滑化 4次メッシュの結果

6次メッシュの結果



想定南海地震(高知県モデル)
6次メッシュごとの地震動予測結果

地盤リスク情報の一例



まとめ(データベース構築の意義)

・近接するボーリングの削減が可能
・計画段階での地質リスクの軽減が可能
(調査立案や計画案の概略検討、概略コストの把握)
・防災上の様々な検討の基礎データとなる

↓

・異なる行政機関のデータを一つのWeb-GIS上に構築
・ボーリングデータベースの構築だけでは不十分で、
地盤モデルを構築する必要がある

↓

地域の地盤に精通した地質技術者が多く関わり、
地盤モデルを作成する必要がある


